
 1 

 
 

 

 

事 業 報 告 書 
	

	

平成 27	年度	

	

平成 27 年 4 月 1 日から平成 28 年 3 月 31 日まで	

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

公益財団法人 国際全人医療研究所 
 

  



 2 

 
Ⅰ	 公益目的事業 
 
１． 全人的医療の研究・教育・普及及び関連学会、研究会、ワークショップの運営 

	 全人的医療の実践のための基礎的及び臨床的な知識、技術、態度に関する研究を行い、成果を患者

（市民）に還元することを目的とし、国際全人医療学会、日本実存療法学会、日本疼痛心身医学会、市民

公開講座等を運営、実施した。 
 
	 事業内容 

 事業名 日程 入場者数 
（人） 

会場 内容 

国

際

全

人

医

療

学

会 
・ 
日

本

実

存

療

法

学

会 

第 21回日本実存療法学会および
第 3回国際全人医療学会 

11月 7日 82 御茶ノ水ワテ

ラスコモンホ

ール 

テーマ：緩和医療〜その本

質と実存分析〜 
基調講演：緩和医療の現況 
特別講演：仏教と池見医学 
特別講演：ヘルスアート 
シンポジウム：緩和医療の

今日的話題（6題） 
市民公開講座：池見医学と

フランクル医学 
 

登録国際実存療法士  
第 5回資格認定講習会 

5月 23日 20 東京外大本郷

サテライト教

室 

・実存療法の基礎と臨床 
・癌哲学外来の取り組み 
・学校メンタルヘルス 

登録国際実存療法士  
第 5回ワークショップ 

7月 18・19
日 

18 東京外大本郷

サテライト教

室 

・バリント方式による医療

面接法 
・治療的自我の理解 
・タッチセラピー 

日

本

疼

痛

心

身

医

学

会 

第 28回日本疼痛心身医学会 9月 12日 58 東邦大学医療

センター大橋

病院 臨床講
堂 

テーマ：慢性疼痛の新パラ

ダイム 
特別講演：和温療法 
会長講演：慢性疼痛の治療 
シンポジウム（6題） 
症例検討（7題） 
市民公開講座：慢性疼痛と

循環器疾患 

火を使わない灸研究会 第 1回	
10月 27日 
	 	 	 	 	 	 	

第 2回	
11月 24日 
	 	 	 	

第 3回	  
12月 22日 
	 	 	 	 	 	 	  
第 4回	  
2月 9日 
	 	 	 	 	 	 	

第 5回 
3月 8日 

各会

11~13 
財団会議室 火を使わない灸の研究、開

発 
・温度差による刺激と効果 
・灸による血行動態反応 
・実験計画	 他 
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市

民

公

開

講

座 

『慢性疼痛は循環器疾患？』 
講師：永田勝太郎 
（公財）国際全人医療研究所 

9月 12日 58 東邦大学医療

センター大橋

病院 臨床講
堂 

第 28回日本疼痛心身医学会
に於いて 

『池見医学とフランクル医学』 
講師：永田勝太郎 
（公財）国際全人医療研究所 

11月 7日 82 御茶ノ水ワテ

ラスコモンホ

ール 

第 21回日本実存療法学会お
よび第 3回国際全人医療学
会に於いて 

 
 
 

2. 国際実存療法士の認定 
 
 日本及び国際における全人的医療の高度な水準の維持と向上・普及を図ることにより、市民に最適な全

人医療を提供することを目的として、学識・経験及び倫理観が備わった専門職且つ、実存分析療法のでき

る医師・心理師・看護師等に、日本実存療法学会とウィーンのヴィクトール・フランクル研究所の共同

認定資格である「登録国際実存療法士」の認定審査を実施し、資格登録者には英文と和文の認定証

を発行した。 

	 本年度（平成 27年度）の申請者 8名に、書類審査、論文審査を行い、全員合格とした。資格登
録者 8名。資格認定制度発足（平成 24年年）からの登録者総数は 17名となった。 
 
 
3. 痛みの患者会 
	 さまざまな病や症状によって痛みに苦しむ患者は多く、また、その臨床に携わる医療職も治療の

困難さや限界に直面する。当会では、患者同士が、対等な立場で時間を対等に分け合って、話しを

聞き合うこと（ピアカウンセリング）や、医療職（医師や心理士など）と話をする場を設けること

により患者自身のセルフコントロールを行う会である。本年度は、実施場所の都合により、計画段

階までとなった。翌年度 4月から参加募集をかける予定である。 
 
 
4. 学術雑誌「全人的医療 Ｃｏｍｐｒｅｈｅｎｓｉｖｅ Ｍｅｄｉｃｉｎｅ Vol.14 No.1」の発行 

 

 学術大会の内容、投稿論文（総説・原著・症例報告など）、学会からのお知らせなどを掲載したジャーナル

を編集、発行した。会員へ配布。国会図書館、科学技術振興財団等へ寄贈。また、医学中央雑誌、メディ

カルオンライン（会員制の医学・医療関連の文献を検索できるＷｅｂサイト）に手検索で閲覧可能である。 

 発行概要： 発行日 12 月 25 日， 発行部数 300 部 

 
 
5. ホームページ等を活用した情報発信 
	 学会、講習会等の案内や各種調査・研究活動等の報告、その他の情報発信の窓口としてホームペ

ージの継続的な管理・運営を行っている。また、英文での発信の準備中である。 
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Ⅱ	 会員の異動 
	 本年度の会員の動向は下記の通りであった。 

	 	 	 	 	      	 (人，件) 
区分 H26年度末 H27 年度末  増減 

一般会員 120 112 △8 
学生会員 2 2 ±0 
賛助会員 2 2 ±0 
合計 124 116 △8 

 
 
 
Ⅲ	 理事会・評議員会の開催 
（１）	理事会 

	 	 	 	 第 1回：平成 27年 6月 13日	 	  
	 	 	 	 	 	 	 	 決議事項 1. 平成 26年度一般財団法人国際全人医療研究所事業報告について 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	  2. 平成 26年度一般財団法人国際全人医療研究所決算について 
	 	 	 	 	 	 	            3. 平成 27年度第 1回公益財団法人国際全人医療研究所評議員会の招集について 

 
  第 2回：平成 28年 3月 17日 
   決議事項 1. 平成 28年度公益財団法人国際全人医療研究所事業計画について 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	  2. 平成 28年度公益財団法人国際全人医療研究所収支予算について 
	 	 	 	 	 	 	            3. 平成 27年度第 2回公益財団法人国際全人医療研究所評議員会の招集について 

 
（２）	評議員会 

	 	 	 	 第 1回：平成 27年 6月 20日	  
	 	 	 	 	 	 	   決議事項 1. 平成 26年度一般財団法人国際全人医療研究所事業報告について 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	  2. 平成 26年度一般財団法人国際全人医療研究所決算について 

 
  第 2回：平成 28年 3月 24日 
   決議事項 1. 平成 28年度公益財団法人国際全人医療研究所事業計画について 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	  2. 平成 28年度公益財団法人国際全人医療研究所収支予算について 
 
 

以上 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 


